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・耕作放棄地解消支援策―田地までの狭い道の拡幅や不備である用水路整備の支援｡
・森林の育成・管理､ 林道整備の重視―水源税や環境税の実現を求めるなどで財源を確保して森
林育成に力を注ぐ｡
・勝山市内にも現れ始めたモンスターペアレントへ市教委は毅然とした態度で臨むべき｡
・成器南小学校のあき教室を利用した､ 放課後児童センター ｢みなみザウルス｣ の混雑解消を図
らないと国・県の助成金打ち切りになりかねない｡ その是正をどのように図るのか｡
・自主防災組織を今後各地区でどの様に設立､ 育成していくのか｡
・市民防災リーダーとしての防災士を育成する必要がある｡
・えちぜん鉄道全線開通5周年の節目のイベントを行うべき｡ また､今後の利用促進はどのように
考えているのか｡
・勝山市旧機業場開設にむけて､ ビジョン及び市民へのアピールについてどう考えているのか｡
・勝山市旧機業場開設準備室及び開館準備委員会はどのようにリンクするのか｡
・勝山インターから市街地への進入道路が発坂で工事が中断中｡
・国の観光立国への強い取り組みにより､ 今後､ 観光需要が益々増大｡ 誘客を含めた受け入れ体
制の整備が急務｡
・中国との関係は経済を中心に益々緊密化する｡ 国の招致事業にのって当市に中国語国際交流員
を配置すべき｡

まちづくり関係

・平泉寺荘は設置・管理条例も無く普通財産扱いである｡ この状態で社協に貸し出すことの是非｡
・低金利時代での市債の低金利化｡
・市の収入源となる ｢ふるさと納税｣ に創意工夫を｡

市 財 政 関 係

・内部障害者の認知度向上に向けてのPR施策の必要性｡
・各地区サロン事業の補助金削減について｡ 指針を明確に打ち出すべき｡
・社会福祉協議会の経営とヘルパーの皆様の待遇改善｡
・当市庁舎内の全面禁煙の導入を求める｡

福 祉 関 係

勝山の活性化を考える会

会 長 挨 拶
勝山の活性化を考える会の会長を務める松村治門です｡

勝山の活性化を考える会は､ 本年3月に､ 勝山市議会の1期生並びに2期生により結成された
会派です｡

地方分権が進む中で､ 勝山市を取り巻く状況はますます厳しさを増しています｡ 勝山市自ら
が独自の政策を打ち出していくことが求められている今こそ､ 市議会議員も市民の声を反映し
た政策を提言し､ それを実現することにつとめていかねばなりません｡

ある議員は農業問題が得意であり､ 別の議員は福祉問題が得意であるといったように､ 議員
個々にも得意とする政策分野があります｡ 各専門分野を会派として融合することにより､ より
実効性のある政策をつくっていきます｡

｢勝山の活性化を考える会｣ この会は別名 ｢3Ｋ会｣ と私たちは読んでいます｡この3Ｋとは､

市民の声を 聞く 考える そして､ 行動する

の頭文字をとったものです｡

まだまだ､ 立ち上がったばかりの若い会派ですが､ 市民の声を市政へ反映し､ 市民の福祉向
上のためにこれからも一生懸命頑張りますので､ よろしくお願いいたします｡

市議会議場にて

ＫＫＫ
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私は､ 現在次のテーマに取り組んで政策立案しています｡
①乳幼児医療費無料化の中学3年生までの拡張
－現行の乳幼児医療費無料化制度を拡張することにより､ 子育て世代
の負担軽減を図ります｡ また､ これら諸制度を広くPRすることに
より ｢子育てするなら勝山だ｣ という意識を県内に高めます―

②議会と市民との距離を縮めるための ｢市民一般質問条例｣ の策定
－市民にとって唯一開かれた市政の場としての議会は､ 議員・理事者だ

けのものではありません｡ 最大限に門戸を開き､ 市民の声が直接届く場を設
けるものです―

③福祉予算の健全化のため､ 市民健康増進プログラムの強化
－年々財政を圧迫する福祉予算を抑制する唯一の方法は､ 健康な高齢者を増や
すことです｡ そのプログラムの強化を図ります―

【住所】北郷町坂東島39－25 �89－1054
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私は､ 活力と住みごこちのよさがある ｢街｣ づくり､ 若者にとって
働きがいのある職場づくりを目指して､ 施策提案をしていきます｡
具体的には､ 県庁や工業技術センター､ 産業支援センターでの産業
振興､ 技術振興に携わった経験を生かし､ 農林業政策､ 産業振興政策
を中心につぎのような施策の実現に頑張ります｡
・農・商・工連携によるアグリビジネス (森林育成や農林資源活用に
よる事業) の創出と地域づくり
・中山間地や転作地利用のバイオマス (植物エネルギー) の町づくり

・若者が楽しく働ける職場づくり､ ニュー・テキスタイルタウンづくり
・勝山の産業振興に不可欠である 名古屋―岐阜―大野―勝山―小松間の自動車
道路の早期開通
・勝山の文化と産業について､ ダベル会 ｢勝山文産研｣ の立ち上げ (賛同者を募集中)

【住所】野向町北野津又43－36 �87－0957
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取り組みの課題を ｢若者が働く場所の確保｣ に焦点をあて､ 関連する
諸般の問題に果敢に挑戦します｡
具体的な事項としては､ 当面は産業振興の要となる､ 高速道路網の早
期整備､ 既存産業の新たな飛躍と企業誘致､ 観光産業の振興が中心とな
ります｡ また､ まちづくり活動､ 安心・安全な福祉の充実｡ 文化活動の
振興と人材の育成､ 国際化への対応及び新体育館の建設等にも積極的に
取り組みます｡

最近読んだ本：合衆国再生 (著バラク・オバマ)､ 中国沈没
愛 読 誌：文藝春秋 (40年余)
趣 味：スポーツ (ジョギング､スキー､水泳､登山)､ 旅行､ 家庭菜園､

ガーデニング
稽古ごと：ヨガ､ 新内浄瑠璃
そ の 他：勝山少年柔道教室指導員・勝山シルクロード友の会代表

【住所】元町2丁目19－8 �88－3111
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政治とは､ 現在､ 将来についての政策の選択と集中であると考えてい
ます｡
これからは大げさに考えれば対立の時代が来るのではないかと思います｡
老と若､ 貧困と富裕の格差拡大､ 農村と都市､ 食料問題､ 環境問題､
福祉と負担等､ 大変困難な問題が山積していますが､ 諸問題の調和 (緩
和) と繁栄を目的とした政策を模索し市民の皆様と共に市政に提言し具
体化していく活動をするのが努めだと､ 日々行動しております｡
国､ 県の政策の制限のある中で､ 勝山市としてのよりベターな方向へ

歩んでまいります｡

いつも心がけていること・・・真の友達が何人いるかが男の値打ち
趣味等・・・囲碁 (自称初段)､ ゴルフ (除夜の鐘)

【住所】鹿谷町本郷16－8 �89－3027
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いつも皆様には､ ご支援・ご支持いただき心より感謝申し上げます｡
私は ｢勝山の活性化を考える会｣ に"友好会派"として参加しております｡
会派の皆様と切磋琢磨しながら､ 市民の皆様の声が届く市政を目指して､
頑張ってまいります｡
ところで､ 私はミッシェル作の ｢ハッピーマザー｣ という絵が大好き
です｡ 柔らかな陽光に包まれて赤ん坊を抱く母｡ お母さんが穏やかな微
笑みを浮かべ赤ちゃんを見つめている姿からは､ 平和・幸福・希望を感
じることができます｡ 殺伐とした不安な社会の中で､ 母 (父) と子が命

輝かせ幸せに暮らせる｡ そんな心豊かな勝山市を築いてまいります｡ また､ 唯一
の女性議員としてこれからも女性が安心と希望をもてる社会をめざし､ 女性を
まるごとサポートする政策 (妊婦検診の完全無料化など) を提案していきます｡

【住所】長山町1丁目2－25 �88－0953【友好会派】
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私は､ ｢帰ってこられる“まち”｣ をまちづくりのテーマとしており
ます｡ 勝山に生まれ育った子どもたちが､ 自信と希望を持って帰ってこ
られる､ そんな ｢まち｣ を創っていくのが､ 大人の使命だと思っており
ます｡ 具体的には､ ｢住みやすいまち｣ ｢市民がつくるまち｣ ｢誇れる勝
山ブランド｣ の三つの視点から考えています｡
｢地域への思い､ 活性化への情熱｣ をモットーに､ ホタルが飛び交う

環境を守り､ 左義長まつりなどの伝統を受け継ぎ､ ｢エコミュージアム
によるまちづくり｣ により､ まちの活力を再生していきます｡ 地域資源

を活用した様々な提案・活動により､ 資源を磨くとともに､ 新たな産業の芽を育
てることで､ 夢と共感を与える流れを創り出すことを目指します｡
また､ 子どもからお年寄りまで安心して住める ｢まち｣ を市民の皆様と一緒に
つくっていきたいと思います｡ 一緒にがんばりましょう｡

【住所】芳野町2丁目1－39 �87－0553
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